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《10-11 月の海況》 
 

沿岸定地水温は、浜田、恵曇とも、10月上旬は平年並
みでしたが、10月中旬以降はやや高め～かなり高めで経
過しました。11月は上旬現在では、浜田・恵曇ともかな
り高めとなっています。 
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 《 10 月の漁況 》 
【中型まき網漁業】 
浜田地区、西郷地区及び浦郷地区ともマアジ、サバ類主体の漁獲で、特にサバ類はどの地区でも前年・平年

を上回る漁獲量（前年の 3.4～11.6 倍、平年の 2.9～4.2 倍）となりましたが、昨年西郷地区と浦郷地区でま
とまって漁獲されたイワシ類は不漁でした。漁獲金額は、浜田地区では平年の 2.3 倍、西郷地区では平年の
1.1 倍、浦郷地区では平年の 1.2 倍でした。 

【イカ釣漁業】 
浜田港（属地 5トン以上）ではケンサキイカ主体の漁獲で、1隻 1航海当たりの漁獲量は平年の 1.7 倍と好

調でした。西郷港（属人 5トン以上）ではソデイカ、ケンサキイカ主体の漁獲で、1隻 1航海当たりの漁獲量
は平年の 5割と不調でした。 

【沖合底びき網漁業】 
浜田港ではムシガレイ、ケンサキイカ主体の漁獲で、1 統 1 航海当たり漁獲量は、前年を 14％、平年（過去

10 年平均）を 32％上回り、好調に推移しました。前月に引き続きケンサキイカが好調に推移し、平年の 2.6
倍の水揚げがありました。 
【小型底びき網漁業】 
久手地区ではニギス、和江地区ではソウハチ、キダイ、ムシガレイ、アンコウ主体の漁獲でした。1隻 1航

海当たりの漁獲量では、久手地区では平年を 22％上回りましたが、和江地区では平年並みとなっています。
今期はイボダイの漁獲が低調に推移し、平年の 1割の水揚げに留まっています。一方、冷水性のマダラの漁獲
が月後半から増えだしました。 
【定置網漁業】 

石見地区では主要漁獲物のマアジ・ブリは共に平年の 7割の漁獲でしたが、サバ類が平年の 5.4 倍と豊漁で
その他マルアジ等も多く獲れ、全体では平年の 2.2 倍の漁獲量となりました。出雲地区では主要漁獲物のマア
ジが平年の 2.7 倍、ブリが 1.4 倍、サバ類が 1.8 倍、サワラが平年並で、全体では平年の 1.7 倍の漁獲量とな
りました。隠岐地区では主要漁獲物のブリは平年並でしたが、マアジが平年の 5割、カワハギ類が平年の 2
割、サバ類が平年の 3割にとどまり、全体の漁獲量は平年の 6割でした。 

【釣・縄】 
石見地区ではケンサキイカ、メダイなどが漁獲され、漁獲量は平年の 8割でした。出雲地区ではケンサキイ

カなどが漁獲され、漁獲量は平年の 9割でした。隠岐地区ではケンサキイカ、クロマグロなどが漁獲され、漁
獲量は平年の 9割でした。 

10 月 月平均 平年差 評 価 

浜田 22.8℃ +1.1℃ やや高め 

恵曇 23.1℃ +0.9℃ やや高め 
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【平成20年10月の漁獲統計】 

総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海あたり漁獲量） 
漁業種類 水揚港 主要魚種 

漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 

漁

模

様 

浜田 マアジ、サバ類 930 ﾄﾝ 537% 235% 24.5 ﾄﾝ 466% 179% ◎ 

西郷 マアジ、サバ類 4,963 ﾄﾝ 72% 118% 53.4 ﾄﾝ 82% 121% ◎ 
まき網 

（中型・大中

型） 
浦郷 マアジ、サバ類 3,206 ﾄﾝ 96% 103% 40.1 ﾄﾝ 94% 96% ○ 

浜田 ケンサキイカ 172 ﾄﾝ 124% 145% 306 ㎏ 114% 166% ◎ イカ釣り 

（５トン以上） 
西郷 ソデイカ、ケンサキイカ 6 ﾄﾝ 25% 12% 101 ㎏ 90% 47% ▲ 

沖合 

底びき網 
浜田 ムシガレイ、ケンサキイカ 418 ﾄﾝ 123% 118% 16.1 ﾄﾝ 114% 132% ◎ 

久手 ニギス 241 ﾄﾝ 96% 106% 772 kg 114% 122% ◎ 小型 

底びき網 
和江 ソウハチ、キダイ、ムシガレイ、アンコウ 291 ﾄﾝ 88% 98% 661 kg 97% 99% ○ 

浜田 サバ類、マアジ、ブリ 47 ﾄﾝ 425% 254% 2,380kg 408% 158% ◎ 

美保関 マアジ、ブリ、シイラ、サワラ、サバ類 122 ﾄﾝ 130% 156% 1,820kg 125% 131% ◎ 
定置網 

(大型） 

浦郷 ブリ、シイラ、カンパチ、マアジ 15 ﾄﾝ 116% 86% 498kg 116% 75% ○ 

仁摩 ケンサキイカ、メダイ 20 ﾄﾝ 69% 74% 33 ㎏ 93% 88% ▲ 

大社 ブリ、ケンサキイカ、クロマグロ 15 ﾄﾝ 87% 54% 23 ㎏ 112% 69% ▲ 釣り・縄 

西郷 ソデイカ、メダイ、クロマグロ 30 ﾄﾝ 161% 88% 49 ㎏ 135% 97% ○ 

平年比：過去5年（沖底のみ10年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 

大型クラゲ情報 

 11月中旬現在、エチゼンクラゲは入網報告がなく依然極めて少ない状況です。 


